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髙た
か

橋は
し

さ
ゆ
り
が
問
う

学
校
教
育
に

専
門
職
の
増
員
を

柴し
ば
さ
き崎　

勝ま
さ
るが
問
う

町
道
228
号
線
完
成

後
の
周
辺
整
備
は

Ｑ
い
よ
い
よ
全
国
の
市
町
村
が
﹁
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂
に
基
づ
き
、

課
題
解
決
に
臨
ん
で
い
く
。
当
町
の
基
本
的
な
課

題
は
何
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

創
生
総
合
戦
略
は
長
期

的
な
人
口
展
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後

５
年
間
の
施
策
の
基
本
的
な
方
向
や
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、
町
の

に
ぎ
わ
い
の
低
下
や
税
収
の
減
少
な
ど
の
要
因
で

も
あ
る
、
人
口
減
少
・
転
出
超
過
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
目
指
す
べ
き
方
向
は
、﹁
住
み
続
け

た
い
・
戻
り
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
受

Ｑ
発
達
障
害
の
児
童
・
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

専
門
職
の
増
員
は
。
ま
た
、
学
校
全
体
で

取
り
組
む
体
制
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

対
応
策
と
し
て
、
発
達

障
害
に
つ
い
て
教
職
員
の
理
解
・
指
導
技

術
の
向
上
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
小
学
校
に
お
い
て

は
、
学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
学
校
の
実
態
に

応
じ
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
中
学
校
に
は
、
新

規
事
業
と
し
て
、
担
当
教
員
と
と
も
に
、
生
徒
へ

の
指
導
・
支
援
に
当
た
る
職
員
を
採
用
し
、
配
置

し
ま
す
。
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
し
っ
か
り
取

り
組
み
ま
す
。

Ｑ
①
町
道
２
２
８
号
線
工
事
完
了
後
、
工
事

に
よ
る
残
地
周
辺
を
沿
道
サ
ー
ビ
ス
ゾ
ー

ン
に
指
定
す
る
考
え
は　

②
町
道
２
２
８
号
線
工

事
に
伴
う
生
活
道
路
の
破
損
箇
所
の
修
復
は　

③

自
然
環
境
保
護
に
対
す
る
影
響
は
。

Ａ
建
設
課
長　

①
立
地
基
準
に
合
え
ば
可
能

性
が
あ
り
ま
す　

②
道
路
改
良
事
業
完
了

後
、
現
地
調
査
を
行
な
い
、
修
繕
箇
所
を
把
握
し
修

繕
工
事
を
行
な
い
た
い
と
考
え
ま
す　

③
本
事
業

に
よ
る
影
響
は
少
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

防
災
無
線
の
利
用
拡
大
を

山や
ま
ぐ
ち口
勝か
つ

士し

が
問
う

小
川
町
で
も
始
ま

る
創
生
計
画
は

予
算
も
決
定
！

い
よ
い
よ
だ
！

発
達
障
害
に
つ
い
て

住
民
が
知
る
こ
と
が

大
切

当
町
も
下
校
時
の

見
守
り
放
送
を　

防
災
無
線
で

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
の
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
、
答
弁
も
含
め
て
75
分
以
内
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（Ａ・Ｔさん・48歳）

水坂から見た
小川町が好き

け
皿
づ
く
り
﹂﹁
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
づ
く
り
﹂ 

﹁〝
小
川
町
で
暮
ら
す
〞を
自
慢
で

き
る
地
域
づ
く
り
﹂
で
す
。

　

ま
た
４
つ
の
基
本
目
標
と
し
て
、﹁
人
口
誘
導
・

定
住
促
進
﹂﹁
し
ご
と
づ
く
り
﹂﹁
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
﹂﹁
魅
力
・
活
力
、
安
全
・
安
心
﹂
の
も
と
に
、

ま
ち
づ
く
り
を
具
体
的
に
推
進
し
、
当
町
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
施
策
の
推
進
・
修
正
・
評
価
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

い
よ
い
よ
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
を
実
行
す
る
段
階
に
入
り
ま
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

８
の
考
え
方
、
重
要
業
績
評

価
の
設
定
な
ど
に
よ
り
、
事
業
効
果
の
把
握
や
検

討
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ま
す
。
産
・
官
・
学
・

金
・
労
・
言 

９
か
ら
な
る
﹁
創
生
総
合
戦
略
推
進

会
議
﹂
の
意
見
や
評
価
も
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報
通
信
技
術
︶
が
進
ん
で
い

る
が
、
学
校
教
育
現
場
で
は
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

平
成
28
年
度
は
中
学
校

に
お
い
て
、
よ
り
広
範
な
学
習
活
動
の
展

開
が
可
能
と
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
︵
Ｐ
４
の
解
説

を
参
照
︶
の
導
入
を
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

Ｑ
機
構
改
革
で
、
生
活
あ
ん
し
ん
室
が
使
っ

て
い
た
場
所
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の

か
。Ａ

政
策
推
進
課
長　

政
策
推
進
課
の
一
部
を

配
置
し
ま
す
。
事
務
の
効
率
化
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
の
た
め
、
防
災

無
線
を
使
用
し
て
地
域
住
民
へ
の
周
知
や
、

児
童
の
下
校
時
の
見
守
り
に
つ
い
て
の
放
送
の
考

え
は
。Ａ

総
務
課
長　

防
災
無
線
は
、
災
害
時
以
外

の
使
用
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
上
野
台
中
学
校
の
利
用
は

Ｑ
旧
上
野
台
中
学
校
は
廃
校
以
来
５
年
を
経

過
し
て
い
る
が
、
施
設
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
具
体
的
な
方
策
が
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

東
小
川
自
治
会
か
ら
は
、

長
期
的
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
、

高
齢
者
の
福
祉
施
設
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
福
祉
施
設

等
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

ま
す
。

創生事業の推進と進捗管理を担う地方創生
グループ。

旧生活あんしん室に引っ越してきた政策推進
課の一部。

利用拡大を望む防災無線と完成間近の町道
228号線。

解説 ＰＤＣＡサイクル ８
Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）
の４段階を繰り返すことによって、事業活動における生
産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進め、継続し
て改善していく手法のひとつ。

解説 産・官・学・金・労・言 ９
産（産業界）官（行政機関）学（教育機関）
金（金融機関）労（労働団体）言（メディア）

（Ｓ・Ｋさん・55歳）

スカイツリーも
見える四津山 小川のどこが好き？
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